
日時 場所 対象 定員 内容 費用 持ち物 申込み 問合せ ホームページ メールInformation
くらしの情報

令和3（2021）年▪8月令和3（2021）年▪8月 おことわり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、広報紙に掲載の内容が変更となる場合があります。市施設を利用する際やイベント等に参加する前には検温とマスクの着用など新しい生活様式の実践をお願いします。
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・
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表
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
。
予
約
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

・

8
月
24
日
㈫
か
ら
直
接
、
電
話
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
耳
の
不
自
由
な
人
）で
健
康

推
進
課
へ
。

�

☎
24–

3
9
2
1

22–

7
4
3
5

※
若
者
健
診
は
市

か
ら
電
子
申
請
も
で

き
ま
す
。高

齢
者
・
福
祉

比
企
医
師
会
在
宅
医
療
連
携
拠
点

（
医
療
の
相
談
窓
口
）

　
自
宅
療
養
で
の
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
看
護
師
資
格
の
あ
る
職
員
が
医
療
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
、
退
院
支
援
や
往

診
医
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時（
年
末
年

始
を
除
く
）

比
企
医
師
会
在
宅
医
療
連
携
拠
点（
保

健
セ
ン
タ
ー
2
階
）

比
企
地
区
内
在
住
・
在
勤
の
人（
医
療
・

介
護
関
係
者
を
含
む
）

・

電
話
で
比
企
医
師
会
在
宅
医
療
連

携
拠
点
へ
。�

☎
81–

5
5
6
3

大
人
の
た
め
の
健
康
歯
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

9
月
29
日
㈬
午
後（
時
間
は
個
別
対
応

の
た
め
申
込
み
後
に
お
知
ら
せ
）

保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の
成
人

歯
と
口
の
健
康
力
チ
ェ
ッ
ク
、
口
腔
内

チ
ェ
ッ
ク
、
歯
周
病
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク

・

事
前
に
健
康
推
進
課
へ
。

　�

☎
24–

3
9
2
1

22–

7
4
3
5

若
者
健
診
・
が
ん
検
診
等

　
若
者
健
診
と
同
じ
日
程
で
が
ん
検
診
等

（
大
腸
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、
前
立

腺
が
ん
検
診
、
結
核
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
）が
受
診
で
き
ま
す
。

9
月
17
日
㈮
・
18
日
㈯
・
21
日
㈫

当
日
受
付
時
間
：
午
前
9
時
～
11
時
30
分

※
混
雑
を
避
け
る
た
め
時
間
を
割
り
振
り

ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

若
者
健
診
：
市
内
在
住
の
16
～
39
歳
で

健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
と
生
活

保
護
受
給
者（
年
齢
は
令
和
4
年
3
月

末
日
時
点
）、
が
ん
検
診
等
は「
令
和
3

年
度
保
健
セ
ン
タ
ー
行
事
日
程
表
」を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

若
者
健
診
： 

70
人
／
1
日
、
が
ん
検

診
等
： 

80
人
／
1
日

※
託
児
：
15
人（
生
後
4
か
月
～
3
歳
児
）

／
1
日

若
者
健
診
：
千
円
、が
ん
検
診
等
は「
令

和
3
年
度
保
健
セ
ン
タ
ー
行
事
日
程

身
近
な
公
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
団
体
募
集

　
市
で
は
、
公
園
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
場
と
し
て
、
よ
り
愛
さ
れ
る

施
設
と
な
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も

公
園
の
維
持
管
理（
ご
み
の
清
掃
や
除
草
、

施
設
破
損
等
の
情
報
提
供
な
ど
）に
携

わ
っ
て
い
た
だ
く
ア
ダ
プ
ト
制
度
を
導
入

し
、
現
在
39
団
体
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

自
治
会
、
子
ど
も
会
な
ど
各
種
団
体

・

都
市
計
画
課�

☎
63–

5
0
0
1

　

24–

8
8
5
7

健
　
康

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

9
月
1
日
㈬
午
前
9
時
30
分
～
11
時
20

分保
健
セ
ン
タ
ー

3
人（
申
込
順
）

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

・

事
前
に
健
康
推
進
課
へ
。

�

☎
24–

3
9
2
1

22–

7
4
3
5

フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
健
診

9
月
29
日
㈬
午
後
1
時
30
分
～
2
時
30

分保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の
人

歯
科
健
診
、
相
談
、
フ
ッ
化
物
塗
布

（
2
歳
6
か
月
～
未
就
学
児
の
希
望
者
）

歯
ブ
ラ
シ
、
母
子
健
康
手
帳（
妊
産
婦
、

未
就
学
児
）、バ
ス
タ
オ
ル（
未
就
学
児
）

・

事
前
に
健
康
推
進
課
へ
。

�

☎
24–

3
9
2
1

22–

7
4
3
5

休
日
歯
科
セ
ン
タ
ー
休
止
の
お
知
ら
せ

　
空
調
機
更
新
工
事
に
よ
り
、
休
日
歯
科

セ
ン
タ
ー
を
休
止
し
ま
す
。

8
月
22
日
㈰

※
急
患
の
場
合
、
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム

か
ら
歯
科
医
院
を
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
推
進
課�

☎
24–

3
9
2
1


22–

7
4
3
5

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の一部
助
成

　
妊
婦
さ
ん
を
風
し
ん
の
感
染
か
ら
守

り
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
を
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
に
し
な
い
た
め
に
、
風
し

ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

・
妊
娠
希
望
の
19
～
49
歳
の
女
性

・
妊
婦
の
夫
で
19
歳
以
上
の
男
性（
事
実

婚
を
含
む
）

・
妊
婦
の
同
居
者

助
成
額
　
3
千
円（
生
活
保
護
受
給
者
は

全
額
助
成
）

申
請
期
間
　
予
防
接
種
を
受
け
た
日
か
ら

1
年
間

・

健
康
推
進
課�

☎
24–

3
9
2
1

　

22–

7
4
3
5

名称 日時（診療時間） 施設 電話番号

休日夜間急患診療所 月～土曜日午後5時～11時、
日曜日、祝日午前9時～午後11時

東松山医
師会病院 ☎22-2822

休日歯科センター 日曜日、祝日午前9時から（8月22日は休止）
（受付は午前8時30分～11時30分）

保健セン
ター ☎24-3920

比企地区こども夜間救急センター
（対象は原則として満15歳以下）

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）午後8時から
（受付は午後7時30分～10時）

東松山医
師会病院 ☎22-2822

休日・夜間診療 事前に電話相談をして受診

8月 医療機関名 診療科目 所在地 電話番号

8日（祝） 横山内科循環器科医院 内科、心臓内科、循環器内科 上野本132-6 ☎24-3225

8日（祝） 森田クリニック 内科、外科 吉見町久米田859-1 ☎53-2220

9日（休） 平成の森　川島病院 内科 川島町畑中478-1 ☎049-297-2811

※休日当番医のほかにも、比企地域には日曜日に診察をしている医療機関があります。日曜日に診
察している医療機関は、市 でご確認ください。

休日当番医 診療時間　午前9時～午後5時　事前に電話相談をして受診

　☎#7119（又は048-824-4199）毎日24時間対応

埼玉県救急電話相談 （小児・大人共通）

お肌の老化と紫外線� 皮膚科医師　菅
す が

井
い

奏
そ

良
ら

　年を重ねれば顔のしみやしわが多くなり、い
ぼやたるみも目立つようになります。しかし、
同じ年齢の人同士でも老けて見える人、若々し
く見える人がいるのはなぜでしょうか？
　肌の老化は、加齢による自然の老化は2割程
度にすぎず、8割は太陽光線の影響によるとも
言われています。太陽光線による老化を光老化
といいます。光老化は紫外線を防ぐことで予防
することができ、すでに起きてしまった光老化
でも紫外線防御を行うことで今以上に老化が進
むのを防ぐことができます。
　紫外線には波長の長いUVAと短いUVBがあ
り、波長が長いほど皮膚の奥に入り込むという
性質があります。UVBは、皮膚の浅いところ
で皮膚の色を作るメラニン色素を増やし、しみ
やそばかすの原因となります。UVAは、皮膚
の深いところで肌のハリを保つために大切なコ
ラーゲンやエラスチンにダメージを与えて、し
わ、たるみが生じます。
　しみ、しわ、たるみをつくらないためには、日

傘や帽子、サングラスなどで日差しを遮るほか、
日焼け止めを日常的に使用することが大切です。
　日焼け止めにはUVBを防ぐ効果を示すSPF
とUVAを防ぐ効果を示すPAが表記されていま
す。それぞれ後につく数字や＋の表記が多いほ
ど、紫外線を防ぐ効果が高いことを示しますが、
やみくもに効果の高いものを使えばよいという
わけではありません。日焼け止めに含まれる紫
外線吸収剤によって、かぶれやかゆみが起きる
ケースもあるからです。
　日常的に使用する日焼け止めのポイントとし
ては、①UVAとUVB両方に有効なものを選ぶ。
②SPFは15以上、PAは+以上のものを使う。③
少し厚塗りになるように塗る（例：顔であれば
パール粒2つ分）。④汗で流れたりしたら塗り
なおしをする。の４点が挙げられます。そして、
日差しの強い屋外で活動される際には、SPF50、
PA++以上のものを選ぶとよいでしょう。紫外
線と肌の関係を知って、健康増進に役立てま
しょう。

市民病院・ワンポイントクリニック


